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上
郷
の
灯
よ
永
遠
に

― 

上
郷
中
学
校
閉
校
記
念
特
集 

― 

上
郷
中
学
校
の
歴
史

　

今
月
末
で
、
上
郷
中
学
校
は
閉
校
し
、
来
月

か
ら
は
、
津
南
中
学
校
に
統
合
さ
れ
ま
す
。
昭

和
22
年
か
ら
今
日
ま
で
65
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な

苦
難
を
乗
り
越
え
、
上
郷
地
区
の
子
ど
も
た
ち

を
育
て
て
き
た
上
郷
中
学
校
。
そ
の
歴
史
を
振

り
返
り
ま
す
。

　「
本
校
に
お
い
て
中
学
校
の
過
程
を
卒
業
し
た

こ
と
を
証
す
る
。
平
成
24
年
３
月
５
日
津
南
町

立
上
郷
中
学
校
長
中
川
久
男
　
第
３
３
３
０
号
。

お
め
で
と
う
」
上
郷
中
学
校
最
後
の
生
徒
が
卒

業
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
最
盛
期
に
は
、
生
徒
数
３
９
５
名
だ
っ
た
上

郷
中
学
校
も
少
子
化
の
流
れ
に
は
逆
ら
え
ず
、

こ
の
４
月
か
ら
津
南
中
学
校
へ
統
合
さ
れ
ま

す
。昭
和
30
年
の
町
制
施
行
開
始
時
、５
校
あ
っ

た
町
立
中
学
校
は
、
こ
の
度
の
統
合
で
、
津
南

中
学
校
１
校
の
み
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
３
３
３
０
人
が
卒
業
し
て
い
っ

た
上
郷
中
学
校
に
は
、
そ
の
時
代
そ
れ
ぞ
れ

３
３
３
０
通
り
の
思
い
出
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
今
月
号
で
は
、
そ
の
上
郷
中
学
校
の
歴
史
を

写
真
と
と
も
に
振
り
返
り
、
最
後
の
上
郷
中
学

校
の
１
年
を
見
守
っ
た
生
徒
た
ち
の
姿
を
お
伝

え
し
ま
す
。

上郷の灯よ永遠に　―上郷中学校閉校記念特集―

上郷中学校最後の卒業生 10 人。震災被害に負けず、在校生を引っ張る姿に「上中魂」を見た !!上郷中学校の一番の思い出に、「寄宿舎生活」をあげる人も多い。この写真は、旧女子寮前での記念撮影

昭和 30 年　蒸気機関車に乗って修学旅行

昭和 31 年の創立 10 周年記念式典。全校生徒数は 327 名 !!

昭和 26 年　創立まもない野球部のメンバー

数多くのトロフィーと賞状を持つスキー部員たち。

■
昭
和
22
年
度

・
学
制
改
革
に
よ
り
、
上
郷
村
役
場
（
現
在
の

校
舎
位
置
）
を
転
用
し
た
ほ
か
、
大
井
平
・

宮
野
原
・
寺
石
・
上
田
の
４
小
学
校
の
一
部
を

借
り
て
、
上
郷
村
立
上
郷
中
学
校
発
足
。
５
月

15
日
開
校
式
。

・
寄
宿
舎
開
設
。

・
信
越
ス
キ
ー
大
会
優
勝

■
昭
和
23
年
度

・
６
教
室
増
築

・
雪
中
寄
宿
舎
開
設

■
昭
和
24
年
度

・
開
校
記
念
祭
（
中
子
の
池
の
頭
に
学
校
林
）

・
雪
中
寄
宿
開
始

■
昭
和
25
年
度

・
屋
内
体
育
館
、
生
徒
玄
関
新
築

■
昭
和
26
年
度

・
津
南
地
区
中
学
校
野
球
大
会
優
勝

・
郡
市
中
学
校
弁
論
大
会
優
勝

■
昭
和
27
年
度

・
中
越
ス
キ
ー
大
会
優
勝

■
昭
和
28
年
度

・
校
歌
発
表
（
生
徒
会
寄
贈
）

・
宝
山
荘
地
内
に
男
子
寮
開
設
、
旧
寮
を
女
子

寮
と
す
る
。

■
昭
和
29
年
度

・
イ
ナ
ゴ
捕
り
実
施

■
昭
和
30
年
度

・
町
制
施
行
に
よ
り
、
津
南
町
立
上
郷
中
学
校

と
改
称

■
昭
和
31
年
度

・
創
立
10
周
年
記
念
式
典

・
冬
季
男
子
女
子
寮
開
設

■
昭
和
32
年
度

・
家
庭
訪
問
を
実
施

■
昭
和
33
年
度

・
郡
市
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
大
会
優
勝

■
昭
和
34
年
度

・
南
部
中
学
校
球
技
大
会
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
優
勝

・
屋
外
運
動
場
南
隅
３
３
０
㎡
拡
張

■
昭
和
35
年
度

・
南
部
中
学
校
球
技
大
会
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
が

優
勝

・
脱
脂
ミ
ル
ク
給
食
開
始

■
昭
和
36
年
度

・
日
出
山
が
本
校
通
学
区
域
と
な
る
。

・
新
寄
宿
舎
完
成
。
男
子
寮
、
女
子
寮
閉
鎖

■
昭
和
37
年
度

・
田
中
が
下
船
渡
中
学
校
通
学
区
域
と
な
る
。

・
苗
場
登
山
夏
期
訓
練

■
昭
和
38
年
度

・
特
別
教
室
２
、
同
準
備
室
２
の
増
築

■
昭
和
39
年
度

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
テ
レ
ビ
観
戦

・
技
術
室
の
整
備

昭
和
22
年
度
〜
昭
和
29
年
度

昭
和
30
年
度
〜
昭
和
39
年
度
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昭和 52 年　宮野原橋をバックにした集合写真。あの橋の欄干を渡りきった生徒がいたとか、いないとか…

昭和 47 年　丸山澄子先生と新聞部。懐かしい裏庭での記念写真 昭和 45 年　授業風景

■
昭
和
40
年
度

・
校
舎
裏
地
庭
園
造
成

■
昭
和
41
年
度

・
生
牛
乳
給
食
開
始

・
豪
雪
の
た
め
屋
内
運
動
場
の
屋
根
な
ど
大
破

■
昭
和
42
年
度

・
生
徒
会
行
事
わ
ら
び
採
り
。
収
穫
８
１
５
㎏

・
創
立
20
周
年
記
念
事
業

■
昭
和
43
年
度

・
上
郷
小
、
上
郷
中
プ
ー
ル
竣
工

■
昭
和
44
年
度

・
上
野
、
上
田
小
池
（
２
年
生
以
下
）
が
津
南

中
学
校
通
学
区
域
と
な
る
。

・
通
年
制
寄
宿
舎
開
設

■
昭
和
45
年
度

・
寄
宿
舎
居
室
改
造
工
事

■
昭
和
46
年
度

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
通
学
道
舗
装
工
事

■
昭
和
47
年
度

・
全
国
植
樹
祭
参
加

■
昭
和
48
年
度

・
豪
雪
対
策
本
部
命
令
に
よ
り
、
町
内
小
中
学

校
一
斉
休
校
。

■
昭
和
49
年
度

・
中
子
が
津
南
中
学
校
通
学
区
域
と
な
る
。

■
昭
和
50
年
度

・
校
庭
整
地
作
業

・
豪
雪
の
た
め
臨
時
休
校

■
昭
和
51
年
度

・「
良
い
歯
の
学
校
」
表
彰
を
受
け
る
。

■
昭
和
52
年
度

・
創
立
30
周
年
記
念

■
昭
和
53
年
度

・
Ｂ
Ｓ
Ｎ
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
参
加

■
昭
和
54
年
度

・
校
舎
屋
根
吹
き
替
え
工
事
な
ど

■
昭
和
55
年
度

・
新
校
舎
完
成

・
豪
雪
の
た
め
臨
時
休
校

■
昭
和
56
年
度

・
卓
球
女
子
団
体
優
勝
、
男
子
個
人
優
勝

■
昭
和
57
年
度

・
台
風
に
よ
る
増
水
で
、
宮
野
原
橋
通
行
止
め
。

■
昭
和
58
年
度

・
台
風
の
影
響
で
、
宮
野
原
橋
、
上
郷
橋
通
行

止
め
に
よ
り
、
川
西
地
区
生
徒
自
宅
学
習
。

■
昭
和
59
年
度

・
生
徒
会
「
50
人
な
わ
と
び
」
日
本
記
録
達
成
。

■
昭
和
60
年
度

・
落
語
鑑
賞
会

■
昭
和
61
年
度

・
寄
宿
舎
の
使
用
終
了

■
昭
和
62
年
度

・
創
立
40
周
年
記
念
式
典

■
昭
和
63
年
度

・
父
親
学
級
（
授
業
参
観
、
親
子
球
技
大
会
）

昭
和
40
年
度
〜
昭
和
49
年
度

昭
和
50
年
度
〜
昭
和
63
年
度

昭和 61 年　プール完成。校内水泳大会の様子 紅軍の女子リーダーによる応援合戦

自
分
た
ち
が
や
る
べ
き
こ
と

― 

生
徒
会
伝
統
の
資
金
集
め 

―

　
上
郷
中
学
校
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
い
く

と
、
形
を
変
え
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
あ
る
行

事
に
気
づ
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
生
徒
会
の
資
金

集
め
。

　
今
年
の
生
徒
会
は
、
修
学
旅
行
で
行
っ
た
商

人
体
験
の
収
益
を
生
徒
会
資
金
に
せ
ず
、
町
に

災
害
義
援
金
と
し
て
贈
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
多

く
の
生
徒
が
被
災
者
で
あ
り
な
が
ら
、「
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
や
る
」
そ
ん
な
前
向
き

な
気
持
ち
に
心
打
た
れ
ま
す
。

昭和 29年ごろ？

イナゴ捕り

当時、農山村の学校で

はイナゴ捕りが行事と

して行われていたよう

です。

平成 17年

全校一斉ふきのとう採

り。たくさん採りまし

たね。

昭和 62年

生徒会行事として、わ

らび採りが行われてい

ました。

※ほかにも、薬草採りや落穂拾いなどが行われ、図書費や部活動費になっ
ていたようです。

上郷の灯よ永遠に　―上郷中学校閉校記念特集―
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■
平
成
元
年
度

・
落
語
口
演

■
平
成
３
年
度

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
授
業
開
始

■
平
成
４
年
度

・
第
２
土
曜
日
が
閉
庁
日
と
な
る
。

・
12
月
27
日
午
前
11
時
17
分
震
度
５
の
地
震
発

生
。
体
育
館
を
中
心
に
破
損
、
被
害
甚
大
。

■
平
成
５
年
度

・
特
別
教
室
等
完
成

■
平
成
６
年
度

・
全
校
ス
キ
ー
教
室
（
２
回
実
施
）

■
平
成
７
年
度

・
旧
教
頭
住
宅
を
ス
キ
ー
部
ワ
ッ
ク
ス
ル
ー
ム

に
改
造
。

■
平
成
８
年
度

・
創
立
50
周
年
式
典

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事
完
了

■
平
成
９
年
度

・
小
中
合
同
遠
足
（
山
伏
山
キ
ャ
ン
プ
場
）

■
平
成
10
年
度

・
栄
中
学
校
と
の
交
流
学
習

■
平
成
11
年
度

・
小
中
合
同
文
化
祭
が
始
ま
る
。

■
平
成
12
年
度

・
屋
外
大
清
掃
お
よ
び
焼
芋
大
会

■
平
成
15
年
度

・
し
な
ち
く
祭
り
綱
引
き
交
流

※
し
な
ち
く
と
は
、
信
濃
川
と
千
曲
川
の
略

語
。
長
野
県
栄
村
と
上
郷
地
域
が
県
境
を
挟

ん
で
行
う
交
流
祭
り
。

■
平
成
16
年
度

・
小
中
合
同
授
業
参
観

・
中
越
大
震
災

■
平
成
17
年
度

・
小
中
合
同
文
化
祭
が
ス
タ
ー
ト
。

■
平
成
19
年
度

・
中
越
沖
地
震

・
創
立
60
周
年
記
念
事
業

■
平
成
20
年
度

・
国
体
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
に
出
場
し
た
卒
業

生
の
村
山
健
吾
選
手
を
全
校
応
援
。

平
成
元
年
〜
平
成
15
年
度

平
成
16
年
〜
平
成
23
年
度

平成 15 年　しなちく祭り

卒業生代表として、別れの言葉を述べた小林公
介さん。これまでの思い出があふれ、涙がとま
らなかった。

たくさんの卒業生が集った閉校記念式典。母校
の閉校を惜しむ声がたくさん聞かれました。

最後の体育祭でひまわりの種を入れて飛ばした「エコ風船」。上郷のように明るくやさし
さに恵まれた土地で大輪の花を咲かせてくれるでしょう。

全校生徒で歌う合唱。３年生を中心に何度も練
習した「絆」。

平成４年　木造校舎最後の行進

平成４年　上郷地震発生。体育館など校舎に大きな被害を与えました。

■
平
成
21
年
度

・
上
郷
中
学
校
の
閉
校
が
正
式
に
決
定

■
平
成
22
年
度

・
長
野
県
北
部
地
震
（
３
月
12
日
㈯
午
前
３
時

59
分
発
生
　
震
度
６
弱
）

・
震
災
の
た
め
３
月
16
日
か
ら
津
南
中
学
校
で

授
業
再
開

■
平
成
23
年
度

・
津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
入
学
式
を
行
う
。

・
津
南
中
に
プ
レ
ハ
ブ
棟
建
設

・
閉
校
記
念
体
育
祭

・
閉
校
記
念
碑
除
幕
式
後
、
し
な
ち
く
祭
り

・
閉
校
記
念
式
典

・
第
65
回
卒
業
証
書
授
与
式

上
郷
中
学
校
の
最
後
の
年
を
い
か
に
盛
り
上
げ

る
か
。
そ
ん
な
思
い
で
学
校
が
ひ
と
つ
に
な

ろ
う
と
し
て
い
た
一
年
前
。
東
日
本
大
震
災
翌
日
の

長
野
県
北
部
地
震
に
よ
っ
て
、
そ
の
思
い
を
遮
る
よ

う
に
大
き
な
壁
が
で
き
ま
し
た
。

　
被
災
し
た
校
舎
に
代
わ
り
、
津
南
中
学
校
を
間
借

り
し
て
の
学
校
生
活
。
あ
ま
り
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
学
習
環
境
と
自
分
の
生
活
に
子
ど
も
た
ち
は
戸

惑
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
も
、
全
校
生
徒
23
人
が
、
互
い
に
助

け
あ
い
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
一
つ
ひ
と
つ
壁
を

乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
で
、
不
安
や
心
配
で
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
気
持
ち
は
、
勇
気
と
自
信
に
変
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
上
郷
中
学
校
の
歴
史
を
振
り
返
る

と
、
恵
ま
れ
た
教
育
環
境
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る

力
強
さ
、
そ
れ
を
育
ん
で
く
れ
た
の
も
ま
た
、
こ
の

母
校
の
お
か
げ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
上
郷
中
の
心
の
灯
は
、
こ
れ
か
ら
も
次
の

時
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

上
郷
に
永
遠
の

　
笑
顔
が
咲
き
続
け
て
ほ
し
い
。

あ
り
が
と
う

　
上
郷
中
学
校

い
く
つ
も
の
壁
を
乗
り
越
え
、次
の
時
代
へ

上郷の灯よ永遠に　―上郷中学校閉校記念特集―
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町
で
は
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
安
心・

安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、こ
の
た

び
、十
日
町
広
域
消
防
署
、十
日
町
市
と
共
同
で

緊
急
連
絡
先
や
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
な
ど
の

救
急
時
に
必
要
な
情
報
を
記
載
し
、冷
蔵
庫
に
貼

り
つ
け
ら
れ
る『
救
急
あ
ん
し
ん
カ
ー
ド
』を
作

成
し
配
布
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
末
時
点
で
75
歳
以
上
の
在
宅
の
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
か
た
に
は
原
則
地
区
民

生
委
員
ま
た
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
順
次

配
布
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
希
望
さ
れ
る
か
た
に
も
配
布
い
た

し
ま
す
が
、申
請
が
必
要
で
す
の
で
役
場
福
祉
保

健
課
保
険
班（
１
階
５
番
窓
口
）ま
で
申
請
願
い

ま
す
。

　
新
潟
県
を
含
む
※
17
都
県
か
ら
採
取
さ
れ
る

原
料
、
採
取
さ
れ
た
原
料
か
ら
生
産
さ
れ
た
薪ま
き

及
び
木
炭
等（
以
下「
薪
等
」
と
い
う
。）
並
び
に

17
都
県
で
保
管
さ
れ
た
薪
等
の
燃
焼
に
よ
り
生

じ
る
灰
を
食
品
の
加
工
及
び
調
理
に
利
用
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。（
製
麺
や
山
菜
の
ア
ク
抜
き
、

蒟こ
ん

蒻
に
ゃ
く

の
凝
固
剤
と
し
て
の
利
用
な
ど
）

　
た
だ
し
、
東
日
本
大
震
災
以
前
に
生
産
さ
れ

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
価

格
等
の
事
項
は
、固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
礎

と
な
る
た
め
、一
定
の
期
間
、縦
覧
帳
簿
に
よ
り

土
地
又
は
家
屋
の
納
税
義
務
者
に
町
内
の
す
べ

て
の
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
を
ご
覧
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
縦
覧
の
期
間

　
４
月
２
日
㈪
〜
５
月
１
日
㈫

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

■
縦
覧
の
場
所
・
時
間

・
税
務
町
民
課

・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
縦
覧
で
き
る
帳
簿

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
・
地
番
・
地

目
・
地
積
・
価
格
）

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
・
家
屋
番

号
・
種
類
・
構
造
・
床
面
積
・
価
格
）

■
縦
覧
が
で
き
る
人

・
土
地
の
縦
覧
は
土
地
の
、家
屋
の
縦
覧
は
家

屋
の
納
税
者
及
び
そ
の
代
理
人
（
要
委
任

状
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課
　
税
務
班

　
℡
７
６
５-

３
１
１
３

か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

『
救
急
あ
ん
し
ん
カ
ー
ド
』

　
　
　
　
　
　
　
配
布
事
業

灰
の
食
品
の
加
工
及
び

　
　
調
理
へ
の
利
用
自
粛

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

犬の登録・狂犬病予防注射
集合注射の日程

　犬を飼うためには、登録と予防注射が必要です。

■費用
未登録犬6,100円（新規登録料＋注射代）

既登録犬3,100円（注射代のみ）

■持参するもの
案内はがき（既登録犬のみ）

■注意事項
・会場での犬のフンは飼い主が責任を持って

始末してください。

・犬が死んだ場合は届出が必要です。印鑑と

鑑札・注射済票を持って税務町民課町民班

または集合注射会場までおいでください。

■日程
●４月５日㈭
・鹿渡駅前…………………………９時30分〜40分

・外丸ふれあいセンター…… ９時50分〜10時5分

・小島集落センター… ……… 10時15分〜30分

・小下里集会所………………… 10時45分〜11時

・今井公民館… ………………… 11時15分〜25分

・寺石･涌井四郎様宅前……… 11時35分〜50分

・宮野原活性化センター…… 13時…5…分〜20分

・相吉集落センター… ……… 13時35分〜55分

・農協旧赤沢支店資材庫…… 14時…5…分〜20分

・町役場…………………………… 14時35分〜55分

●４月12日㈭
・十二ノ木集落センター………９時30分〜50分

・貝坂公民館… ………………… 10時…5…分〜15分

・津南原集落センター… …… 10時25分〜45分

・結東克雪管理センター…… 11時15分〜25分

・大赤沢集落センター… …… 13時…　　〜５分

・見玉集落センター… ……… 13時35分〜45分

・反里口公民館………………… 13時55分〜14時5分

・農協旧中深見支所… ……… 14時15分〜30分

●５月６日㈰
・町…役…場………………………… 13時45分〜14時30分

※交通事情により多少時間が遅れることがあ

りますのでご了承ください。

■お問い合わせ
税務町民課　町民班　℡765‐3113

PICK UP!

た
薪
等
や
、
17
都
県
以
外
の
地
域
の
原
料
か
ら

生
産
さ
れ
た
薪
等
で
放
射
線
物
質
の
影
響
を
受

け
な
い
よ
う
保
管
す
る
な
ど
、
一
定
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
薪
等
な
ど
の
燃
焼
に
よ
り
生
じ

た
灰
は
対
象
外
で
す
。

※
17
都
県
…
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、
秋
田
、
山
形
、

福
島
、茨
城
、栃
木
、群
馬
、埼
玉
、千
葉
、神
奈

川
、新
潟
、山
梨
、長
野
及
び
静
岡
県
、東
京
都

■
お
問
い
合
わ
せ

　
新
潟
県
　
食
品
・
流
通
課

　
℡
０
２
５-
２
８
０-

５
７
４
３

■
持
参
す
る
も
の
　
印
鑑

■
申
請
窓
口
・
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課
　
保
険
班

　
℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

保
険
証
を
お
持
ち
で
す
か

医
事
班
　
鈴
木
隆
一

「
保
険
証
を
お
持
ち
で
す
か
　
お
見
せ
く
だ
さ

い
」と
医
療
機
関
を
受
診
し
た
と
き
に
、受
付
窓
口

で
声
を
か
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

春
、４
月
は
新
生
活
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。保
険
証

が
新
し
く
な
る
か
た
も
、お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

医
療
機
関
で
は
、受
診
者
の
保
険
証
、医
療
受
給

者
証
の
資
格
確
認
を
す
る
こ
と
は
、受
付
窓
口
の

た
い
せ
つ
な
業
務
の
ひ
と
つ
で
す
。

受
診
者
は
、か
か
っ
た
医
療
費
の
一
部
負
担
金

を（
１
割
～
３
割
）窓
口
で
お
支
払
い
た
だ
き
、医

療
機
関
は
残
り
の
分
を
、保
険
者（
保
険
証
の
発
行

元
）に
受
診
者
の
一
カ
月
分
を
ま
と
め
て
、翌
月
の

10
日
ま
で
に
請
求
し
ま
す
。

こ
の
国
民
皆
保
険
制
度
が
発
足
し
て
、昨
年
で

50
年
を
迎
え
ま
し
た
。Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）

か
ら
、10
年
ほ
ど
前
に
、比
較
的
少
な
い
費
用
で
診

療
格
差
の
な
い
、平
等
な
医
療
を
実
現
し
て
健
康

長
寿
を
達
成
し
て
い
る
と
、お
墨
付
き
を
い
た
だ

い
た
日
本
の
誇
る
制
度
で
す
。制
度
設
計
の
当
時

と
今
で
は
、人
口
構
成
も
病
気
の
動
向
も
著
し
く

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

病
気
も
火
事
と
同
じ
で
す
。ま
ず
予
防
、そ
し
て

早
期
発
見
、早
期
治
療
が
肝
心
で
す
。健
診
で
受
診

を
勧
め
ら
れ
た
か
た
や
、体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
か

た
は
、お
気
軽
に
お
近
く
の
医
療
機
関
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。時
に
小
さ
な
症
状
の
中
に
、大
き
な

病
気
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

受
診
時
に
は
、保
険
証（
医
療
受
給
者
証
の
あ
る

か
た
は
医
療
受
給
者
証
も
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

旅
先
に
も
お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
…
。

＜実施された行事＞
〔２月〕
	 22日	 議会運営委員会
	 22日	 新潟県議長会第63回定期総会
	 29日	 平成24年第1回津南町議会定例会開会
	 	 会期平成24年3月23日まで
〔３月〕
　19日　長野県栄村議会との懇談会

＜今後の行事予定＞
〔３月〕
	 26日	 例月出納検査
	 28日	 例月出納検査（病院）

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）

	 3400日	 中村チエ子（堂平）
	 3300日	 桑原セエ（米原）	
	 2700日	 高橋美佐子（見玉）	
	 1700日	 柳沢　茂（陣場下）	
	 700日	 本山マサ（反里）
	 600日	 和久井かつ子（大割野）	
	 200日	 宮澤シゲ（卯ノ木）
	 100日	 鈴木マサエ（相吉）、小野塚優月（割野）

主な運動：ジョギング、ウォーキング、ユニホッ
ケー、健骨体操、テレビ体操など。

健康体力づくり100日運動

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
会
社
等
に
勤
務
し
て
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
等
に
加
入
し
て
い
る
60
歳

未
満
の
か
た
が
、
退
職
さ
れ
る
場
合

に
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
会
社
等
を
退
職
さ
れ
る
か

た
の
配
偶
者
で
、
第
三
号
被
保
険
者

の
か
た
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
す
る
第
一
号
被
保
険
者
へ
の
変
更

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
に
は
、
加
入
し

て
い
た
年
金
の
喪
失
証
明
書
が
必
要

で
す
。
こ
の
証
明
書
は
、
本
人
も
し

く
は
配
偶
者
が
勤
務
し
て
い
た
会
社

等
か
ら
作
成
し
て
も
ら
い
、
住
民
票

が
あ
る
市
区
町
村
役
場
で
加
入
年
金

の
変
更
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
る
場
合
は
、
お
得
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
の
お
申
し
出
を
い
た
だ

く
こ
と
で
、
指
定
さ
れ
た
口
座
か
ら

保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ

ま
す
。

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
く
な
る

ほ
か
、
割
引
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、

節
約
し
な
が
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
は
、
預
金
口
座
を
お

持
ち
の
金
融
機
関
や
年
金
事
務
所
、

住
民
票
が
あ
る
市
区
町
村
役
場
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
手
続
き
の

際
、
年
金
手
帳
と
通
帳
、
通
帳
の
お

届
け
印
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　
℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
税
務
町
民
課
　
町
民
班

　
℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
３

会
社
を
退
職
さ
れ
る
皆
様
へ
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①③

④

⑤

⑦
⑧

⑨

⑩

⑥

②

①SNOWWAVE(スノーウェーブ)のスタート台②スター
ト直前の選手③空中で技をきめる④高さ２ｍを超える踏
切台から飛び出す選手。⑤雪まつり会場内で行なわれた
世界鍋博には、８ヵ国の鍋（スープ）が集まりました。⑥ス
テージで行われたライブには、たくさんの若者の姿が。⑦
赤沢神楽の天狗⑧スカイランタン。⑨狭山の子どもたち
⑩フィナーレ花火

津
南
雪
ま
つ
り
＆
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ

　第36回津南雪まつりが2月18日にニュー・グリーン

ピア津南をメイン会場として行われました。これまで

会場を分けて開催することが多かったSNOW WAVE

と合わせ、世界鍋博やスカイランタンなど新しいイベ

ントも加わり、たくさんの人でにぎわいました。

第
36
回

２
０
１
２

第 36 回 津南雪まつり  &  SNOW WAVE 2012

 日ごろの放射線量を測定しています
— モニタリングポスト設置 —

 楽しいことが一番！
— Tap主催エンジョイライフプロジェクト —

 なるほど納得プロの技
— お手軽お料理教室 —

　東日本大震災による原発事故以来、放射線量について注

目を集めています。文部科学省は、福島県隣県４８４カ所に

放射線量測定装置（モニタリングポスト）を設置しています。

　津南町では役場車庫棟付近に設置し、日々の放射線量が

測定され、国に結果が送られています。

　40代〜 60代を中心とした卓球とエアロビクスダンスが

総合センターとクアハウス津南を会場に開催されました。日

ごろの運動不足解消やストレス発散にもなり、皆さんが気

軽に楽しく過ごせる時間と場所ってたいせつですよね。

　地元の料理店マスターが講師となり、プロの技を教えてく

れると好評の料理教室が開催されました。

　この日のメニューは、「茶わん蒸し」と「煮魚」。プロが作

る茶わん蒸しの表面がツルっとしている秘密を知っています

か。知りたいかたは、料理教室に参加しましょう。

↑ 役場の車庫棟脇に設置されたモニタリングポスト ↑ 総合センターで卓球を楽しむ参加者たち ↑ 茶わん蒸しに一手間加えるプロの技に見入る参加者たち

Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ
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KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO
 KO

KU
HO
 K
OK
UH
O 
KO

KU
HO 

LETTER

国

だ
よ
り

◎
４
月
か
ら
も
引
き
続
き
１
割
負
担

　
　
　
　
　
～
70
～
74
歳
の
か
た
の
医
療
費
～

　

現
役
並
み
所
得
者
（
３
割
負
担
の
か
た
）
を

除
く
70
〜
74
歳
の
か
た
の
医
療
費
は
、
平
成
24

年
４
月
１
日
か
ら
２
割
負
担
と
な
る
予
定
で
し

た
が
、
国
の
軽
減
特
例
措
置
が
延
長
さ
れ
、
平

成
25
年
３
月
31
日
ま
で
１
割
負
担
に
据
え
置
か

れ
ま
し
た
。

◆
対
象
者

　
70
歳
〜
74
歳
の
か
た
の
う
ち
、
現
在
、
医
療

費
の
負
担
が
１
割
の
か
た
（
障
害
認
定
に
よ
り

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
か

た
を
除
き
ま
す
）

◆
１
割
負
担
と
な
る
期
間

　
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

そ
れ
以
降
は
、
２
割
負
担
に
な
る
予
定
で
す
。

◆
津
南
町
国
保
に
加
入
し
て
入
る
か
た

○
新
し
い
保
険
証
を
交
付
し
ま
す

　
対
象
と
な
る
か
た
が
現
在
お
持
ち
の
保
険
証

は
、
有
効
期
限
が
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。４
月
以
降
も
１
割
負
担
で
受
診

で
き
る
よ
う
、新
し
い
保
険
証
に
更
新
し
ま
す
。

○
保
険
証
の
内
容
は
必
ず
確
認
を
！

　
新
し
い
保
険
証
は
、
交
付
年
月
日
と
有
効
期

限
が
異
な
る
だ
け
で
、
現
在
お
持
ち
の
保
険
証

と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

　
交
付
年
月
日
と
有
効
期
限
を
十
分
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

〇
交
付
年
月
日

旧
　
平
成
23
年
８
月
１
日
　

　
　
　
　
　
←

新
　
平
成
24
年
４
月
１
日

　
８
月
以
降
に
70
歳
に
到
達
し
た
か
た
の
旧
保

険
証
は
、
誕
生
日
の
翌
月
１
日
が
交
付
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。

〇
有
効
期
限

旧
　
「
平
成
24
年
３
月
31
日
」

　
　
　
　
　
←

新
　
「
平
成
24
年
７
月
31
日
」

　
今
回
の
更
新
は
、
軽
減
特
例
措
置
に
よ
る
も

の
で
す
。
保
険
証
は
毎
年
８
月
に
更
新
さ
れ
る

た
め
、
７
月
末
に
再
度
、
新
し
い
保
険
証
を
お

送
り
し
ま
す
。

　
７
月
31
日
ま
で
に
75
歳
に
到
達
す
る
か
た

は
、
そ
れ
以
降
、
後
期
高
齢
者
に
該
当
す
る
た

め
、
有
効
期
限
が
誕
生
日
の
前
日
と
な
っ
て
い

ま
す
。

○
古
い
保
険
証
は
返
納
を
！

　
先
に
交
付
さ
れ
て
い
た
保
険
証
は
、
４
月
以

降
、役
場
福
祉
保
健
課
ま
で
ご
返
納
く
だ
さ
い
。

○
現
在
３
割
負
担
の
か
た

　
こ
の
た
び
は
、
負
担
割
合
の
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん（
今
回
、保
険
証
の
更
新
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

○
負
担
割
合
は
毎
年
判
定
し
ま
す

　
８
月
の
保
険
証
更
新
時
に
、
前
年
の
所
得
を

も
と
に
負
担
割
合
を
再
判
定
す
る
た
め
、
負
担

割
合
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
町
国
保
以
外
に
加
入
し
て
入
る
か
た

　
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
保
険
者
か
事
業

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
か

た
の
医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払
い

が
軽
減
さ
れ
ま
す

　
こ
れ
ま
で
は
、
高
額
療
養
費
の
支
給
対

象
と
な
る
よ
う
な
高
額
な
外
来
診
療
を
受

け
た
と
き
、
い
っ
た
ん
そ
の
額
を
医
療
機

関
窓
口
で
お
支
払
い
い
た
だ
き
、
後
で
医

療
保
険
者
か
ら
高
額
療
養
費
と
し
て
お
返

し
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
医
療
機

関
等
窓
口
に
限
度
額
適
用
認
定
証
等
を
提

示
す
れ
ば
、
窓
口
で
限
度
額
を
超
え
る
分

に
つ
い
て
支
払
う
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
限
度
額
適
用
認
定
証
等
は
、
加
入
す
る

医
療
保
険
者
に
事
前
に
申
請
し
交
付
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
年
齢
や
世
帯
の

状
況
に
よ
っ
て
は
、
限
度
額
適
用
認
定
証

は
不
要
で
、
被
保
険
者
証
の
提
示
だ
け
で

適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）。
ま
た
、
現
在
、
入
院
用
の
限

度
額
適
用
認
定
証
を
お
持
ち
の
か
た
は
、

そ
の
ま
ま
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
申
請
方
法
、
自
己
負
担
限
度
額
等
詳
し

く
は
ご
加
入
の
医
療
保
険
者
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

私
の
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

50
代
　
ぐ
ー
た
ら
主
婦

も
う
何
年
も
前
に
な
り
ま

す
が
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー

ル
が
家
で
手
軽
に
出
来
る
運
動

と
し
て
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
頻
繁

に
紹
介
さ
れ
た
時
期
が
あ
り
ま

し
た
。

　
流
行
に
流
さ
れ
や
す
い
私
は

「
座
っ
て
居
る
だ
け
で
運
動
に

な
っ
て
姿
勢
も
良
く
な
る
！
椅

子
の
代
り
に
使
え
ば
イ
イ
じ
ゃ

ん
！
」
と
早
速
ボ
ー
ル
を
購
入
し
た
の
で
す

が
、
実
際
ボ
ー
ル
に
腰
掛
け
て
み
る
と
居
心

地
が
悪
い
！
疲
れ
る
！

　
も
と
も
と
運
動
嫌
い
で
ゴ
ロ

ゴ
ロ
し
て
い
る
の
が
大
好
き
な

私
に
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
出
来
る
は

ず
も
無
く
…
。
当
然
の
事
な
が

ら
ボ
ー
ル
は
部
屋
の
片
隅
で
埃
ほ
こ
り

を
被
る
運
命
だ
っ
た
の
で
す
。

　
数
年
後
、
偶
然
『
ク
ア
ハ
ウ

ス
』
で
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
の
教

室
が
あ
る
と
知
り
、
せ
っ
か
く

買
っ
た
ボ
ー
ル
を
使
い
こ
な
し

て
み
た
く
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
毎
週
土
曜
日
の
午
後
４
時
か

ら
１
時
間
の
運
動
を
続
け
て
い

た
と
こ
ろ
、
腹
筋
や
背
筋
が
付

き
姿
勢
も
良
く
な
り
猫
背
も
解
消
！
あ
れ
ほ

ど
苦
痛
だ
っ
た
ボ
ー
ル
に
腰
掛
け
て
い
る
姿

勢
が
続
け
ら
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
今
で

は
読
書
の
時
も
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
冬
は
雪
片
付
け
で
疲
れ
た
時
に
ボ
ー

ル
を
抱
え
込
む
様
に
上
に
被
さ
り
ゴ
ロ
ゴ
ロ

し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
肩
が
凝
っ
た
り
背
中
が

張
っ
た
り
し
た
時
は
ボ
ー
ル
の
上
に
背
中
を

乗
せ
て
腕
を
ダ
ラ
〜
ン
と
下
げ
た
ス
ト
レ
ッ

チ
!?

　
皆
さ
ん
も
運
動
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
に
バ
ラ
ン

ス
ボ
ー
ル
を
使
い
こ
な
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

楽
し
い
で
す
よ
〜
♥

あ
な
た
の
お
口
は
健
康
で
す
か

噛
む
、
飲
む
、
味
わ
う
、
話
す
な
ど
、
歯
や
口

の
役
割
は
豊
か
に
生
活
す
る
た
め
の
原

点
と
も
い
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

歯
や
口
の
健
康
に
関
し
て
皆
さ
ん
の
関
心
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
保
育
園
や
学
校
時
代
に
は
毎

年
歯
科
健
診
が
あ
り
ま
す
。一
方
、成
人
に
な
っ

て
か
ら
は
、職
場
や
町
の
健
診
は
受
け
て
も
、歯

の
健
診
を
毎
年
受
け
て
い
る
人
は
そ
れ
ほ
ど
多

く
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
平
成
22
年
度
に
20
歳
代
か
ら
70
歳
代
の
町
民

を
対
象
に
行
っ
た
、『
歯
や
お
口
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
』
の
結
果
で
、「
歯
科
医
院
に
ど
の
よ
う

な
場
合
に
受
診
す
る
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し

て
、「
定
期
健
診
」と
回
答
し
た
人
は
、
20
歳
代
か

ら
40
歳
代
で
は
20
％
前
後
で
一
番
多
か
っ
た
の

は
60
歳
代
の
50
％
で
し
た
。さ
ら
に「
歯
や
歯
ぐ

き
に
症
状
が
で
た
時
に
受
診
す
る
」
と
答
え
た

人
の
割
合
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
で
す
。

　
歯
の
健
康
は
食
べ
る
こ
と
や
話
す
こ
と
の
問

題
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
歯
や
歯
周
病

で
歯
を
失
う
と
、
全
身
の
健
康
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
歯
や
口
が
健
康
だ
と
良
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

①
き
れ
い
な
歯
、
き
れ
い
な
歯
ぐ
き
で
笑
顔
が

素
敵
に
。
爽
や
か
な
息
で
楽
し
い
会
話
が
で

き
ま
す
。

②
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
口
は
、
食
べ
物
の
味
が
よ

く
分
か
り
、食
事
が
楽
し
め
、何
で
も
よ
く
噛

め
ま
す
。

③
よ
く
噛
む
こ
と
で
早
食
い
を
防
止
し
、
満
腹

感
が
得
ら
れ
メ
タ
ボ
の
予
防
に
。ま
た
、交
感

神
経
が
刺
激
さ
れ
、
代
謝
が
活
発
に
な
っ
て

消
費
カ
ロ
リ
ー
が
増
加
し
メ
タ
ボ
の
解
消
に
。

ス
リ
ム
な
体
は
運
動
能
力
が
ア
ッ
プ
し
生
活

習
慣
病
を
予
防
し
ま
す
。

④
何
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
自
分
の
歯
で

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
を
す
る
と
寝
た
き

り
予
防
に
な
り
ま
す
。

⑤
よ
く
噛
む
と
食
べ
物
が
だ
液
と
よ
く
混
ざ
り

飲
み
込
み
や
す
く
な
る
の
で
窒
息
や
誤
嚥
性

肺
炎
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

　
昨
年
11
月
号
の
広
報
紙
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
津
南
町
で
は「
津
南
町
歯
科
保
健
計

画
」を
策
定
し
、近
く
そ
の
概
要
版
が
全
戸
に
配

布
さ
れ
ま
す
。
各
年
代
別
に
住
民
の
皆
さ
ん
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
内
容
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
生
涯
を
通
じ
て
歯
や
口
の
健
康

を
保
ち
、町
民
一
人
ひ
と
り
が『
元
気
で
笑
顔
で

輝
く
』た
め
に
、日
ご
ろ
の
手
入
れ
を
正
し
く
身

に
つ
け
て
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
で
定
期
的
に

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

上倉由美子
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

中
津
橋
を
往
き
来
の
車
列つ

ら

な
れ
る

　
　
明
る
き
夜
景
わ
が
家
よ
り
見
ゆ…

涌
井
　
ユ
ミ

暖
か
き
春
の
陽
射
し
は
深し

ん
せ
つ雪
を

　
　
青
き
空
へ
と
昇
華
さ
せ
た
り…

関
谷
　
郁
子

腰
か
が
め
飾
ら
ぬ
笑
み
の
人
形
の

　
　
こ
ぼ
る
る
優
し
さ
母
と
重
な
る
（
ま
ゆ
み
人
形
館
）…

恩
田
　
久
美
子

己
が
吐
く
息
を
聞
き
つ
つ
岩
肌
に

　
　
両
手
使
い
て
足
位
置
探
る
（
苗
場
山
八
合
目
）…

丸
山
　
直
子

香
の
店
に
寄
り
て
求
む
る「
老お

ゐ
ま
つ松
」の

　
　
小
さ
き
包
み
嬉
し
く
し
ま
ふ…

小
野
寺
　
恒
代

歩
き
初
め
し
幼
が
わ
が
手
と
り
た
れ
ば

　
　
エ
ス
コ
ー
ト
さ
る
る
ご
と
く
歩
め
り…

樋
口
　
康
子

体
調
を
崩
せ
る
今
夏
は

　
　
家
の
廻
り
雑
草
茂
り
て
蛇
も
棲
む
ら
し…

上
村
　
み
な

夕
空
を
真
二
つ
に
分
け
一
筋
の

　
　
飛
行
機
雲
は
茜
色
曵
く…

内
山
　
キ
ク

叔
父
叔
母
の
揃
ひ
て
米
寿
祝
ふ
会
吾
も

　
　
久
び
さ
に
米
節
唄
ふ
（
民
謡
の
祝
ひ
唄
）…

麻
績
　
初
恵

忙
し
く
六
十
の
坂
越
え
た
る
に

　
　
そ
こ
の
み
わ
れ
の
記
憶
に
あ
ら
ず…

滝
沢
　
勝
枝

何
も
か
も
手
許
に
並
べ
る
癖
つ
き
て

　
　
片
づ
け
て
後
に
さ
が
し
物
す
る…

風
巻
　
京
子

胸
ま
で
の
プ
ー
ル
の
水
に
支
へ
ら
れ

　
　
蹌よ

ろ踉
め
か
ず
し
て
五
往
復
す
る…

月
岡
　
ヨ
リ
エ

蘇
よ
み
が
え

る
郷
愁
の
ご
と
夕
映
え
は

　
　
雪
の
広
野
を
し
ば
し
染
め
た
り…

鈴
木
　
綾
子

雪
残
る
田
を
覆
ひ
た
る
靄
う
ご
き

　
　
妻つ

ま

り有
に
遅
き
春
到
り
け
り…

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

豪
雪
の
様
子
を
見
る
か
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

　
　
青
空
透
か
す
裸
木
先
に…

板
場
　
寛

豆
ま
き
の
後
に
孫
よ
り
齢
の
数

　
　
豆
食
べ
ら
れ
る
と
言
は
れ
て
笑
ふ…

滝
沢
　
義
正

条
幅
の
上
達
願
ひ
竜
の
絵
を

　
　
心
し
づ
め
て
初
春
に
描
く…

柳
沢
　
チ
ヨ

し
み
じ
み
と
見
し
夫
の
手
の
分
厚
さ
は

　
　
働
き
続
け
た
証
な
り
け
り…

富
沢
　
キ
ミ

氷
柱
よ
り
落
ち
く
る
小
さ
き
水
の
玉

　
　
幼
と
と
も
に
見
詰
め
春
待
つ…

島
田
　
眞
之

個
人

如
月
の
寒
き
夕
辺
に
雪
深
く

　
　
淡
き
夕
月
窓
に
よ
り
そ
い…

大
割
野
　

清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
二
月
）

熱あ
つ

あ
つ
の
酒さ

か

饅ま
ん

頭
じ
ゅ
う

や
雪ゆ

き

催
も
よ
い…

れ
い
子

さ
ま
ざ
ま
の
龍

り
ゅ
う

と
ま
み
ゆ
る
賀が

状
じ
ょ
う

か
な…

妙

あ
る
が
ま
ま
老お

い
て
二ふ

た

り人
の
去こ

ぞ年
今こ

と

し年…

し
げ
る

米こ
め
び
つ櫃
の
米こ

め

の
ぬ
く
も
り
寒か

ん

の
入い

り…

貞

粉こ
な
ゆ
き雪
の
空そ

ら

に
篩

ふ
る
い

の
あ
る
ご
と
く…

渡
舟

老ろ
う
け
ん犬
の
命

い
の
ち

と
暮
ら
す
喜き

寿じ
ゅ

の
春は

る…

冬
詩
子

川か
わ
か
ぜ風
に
首く

び

を
す
く
め
て
寒か

ん

雀
す
ず
め…

房
良

内う
ち
ま
た股
や
が
に
股ま

た

の
跡あ

と
ゆ
き雪
の
道み

ち…

兎
月

ね
ん
ご
ろ
な
気き

性
し
ょ
う

の
見み

え
て
樏か

じ
き

跡あ
と…

酔
花

暮く
れ
は
や早

し
返へ

ん
し
ん信

を
待ま

つ
昨き

の

う日
今き

ょ

う日…

芳
司

本とわたし
−関口淳さんから

著者/板木利隆　出版社/高橋書店

東
京
で
レ
ス
ト
ラ
ン
に
勤
務
し

て
、
７
年
料
理
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
７
月
に
津
南
へ
帰
っ
て
来
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
は
野
菜
を
作
る
側
に
な

り
ま
し
た
が
ど
ち
ら
も
楽
し
い
で
す
よ
。

全
て
に
お
い
て
で
す
が
、
物
を
作
る
こ

と
は
も
の
す
ご
く
大
変
で
す
ね
。
ま
し
て

や
生
き
物
な
の
で
よ
け
い
に
大
変
で
す
。

｢

野
菜
の
便
利
帳｣

に
は
野
菜
の
特
徴
か

ら
調
理
法
ま
で
た
く
さ
ん
載
っ
て
い
ま
す
。

今
、話
題
に
も
な
っ
て
い
る｢

ト
マ
ト｣

で
す
が
、
メ
タ
ボ
予
防
、
リ
コ
ピ
ン
の
抗

酸
化
作
用
で
ガ
ン
予
防
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、

Ａ
、
B6
、
カ
リ
ウ
ム
、
ル
チ
ン
な
ど
身
体

に
欲
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
ま

す
。
日
本
人
が
好
ん
で
食
べ
る
ト
マ
ト
は

皮
が
薄
く
果
肉
が
や
わ
ら
か
い
ピ
ン
ク
系

と
い
わ
れ
る
ト
マ
ト
で
す
。
欧
米
で
は
味

が
濃
厚
で
加
熱
す
る
と
う
ま
み
成
分
が
増

す
、
赤
系
ト
マ
ト
を
好
ん
で
食
べ
ま
す
。

日
本
国
内
だ
け
で
１
０
０
種
類
以
上
、
世

界
中
で
は
８
０
０
０
種
類
以
上
あ
り
ま
す
。

自
分
の
好
み
に
あ
う
ト
マ
ト
を
探
す
の
も

い
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

こ
こ
で
一
品｢
ト
マ
ト
炒
め｣

を
ご
紹

介
し
ま
す
。
材
料
は
ト
マ
ト
、
卵
、
塩
、

コ
シ
ョ
ウ
、
だ
し
、
豚
肉
、
油
で
す
。
フ

ラ
イ
パ
ン
に
油
適
量
を
ひ
い
て
豚
肉
を
炒

め
ま
す
。
そ
こ
に
カ
ッ
ト
し
た
ト
マ
ト
を

入
れ
ま
す
。
塩
、
コ
シ
ョ
ウ
、
だ
し
で
味

付
け
を
し
ま
す
。
ト
マ
ト
が
や
わ
ら
か
く

な
っ
た
ら
溶
き
卵
を
入
れ
半
熟
に
な
れ
ば

完
成
で
す
。
最
初
は
ト
マ
ト
を
炒
め
る
こ

と
に
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
が
、
慣
れ
る
と

美
味
し
い
で
す
よ
。

紹
介
し
ま
す
。
卯
ノ
木
　
関
口
優
君

からだにおいしい 野菜の便利帳
紹介する本

大
おおしま

島章
あきら

さん	（大割野）

「
食
べ
る
」

弥生 ―Ma r c h―

コマヤスカン／著　講談社　1,500円（税別）

新幹線のたび～はやぶさ・のぞみ・さくらで日本縦断～

思わず、出かけたくなる絵本。旅の途中に苗場山も描かれ
ていますよ！

気
候
も
だ
ん
だ
ん
春
め
い
て
き
て
、漂

う
空
気
の
匂
い
も
春
を
感
じ
ま
す
。

　

３
月
は
、旅
立
ち
の
季
節
。住
み
慣
れ
た

土
地
を
離
れ
、新
た
に
住
む
土
地
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

同
じ
日
本
で
も
、北
か
ら
南
ま
で
そ
れ

ぞ
れ
の
土
地
で
気
候
や
文
化
、歴
史
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
あ
る
も
の
で
す
。そ

う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、自
分
が
住
ん
で
い

た
地
域
を
改
め
て
見
つ
め
て
み
る
と
気
づ

く
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と
を
気
づ
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

今
月
の
一
冊
後
ろ
ペ
ー
ジ
見
開
き
に

は
、ご
当
地
名
所
な
ど
の
探
し
当
て
ク
イ

ズ
も
載
っ
て
い
て
、楽
し
み
な
が
ら
各
都

道
府
県
に
つ
い
て
学
べ
ま
す
。

　

さ
て
、今
月
は
12
日
間
に
わ
た
り
臨
時
休

館
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
図
書
整
理
の
内

容
と
図
書
室
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
か
を

交
え
な
が
ら
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

：

図
書
室
っ
て
本
を
読
む
た
め
の
と
こ
ろ
？

Ａ

：

そ
れ
だ
け
、で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
で
は
、
ほ
か
に
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
と

こ
ろ
で
し
ょ
う
か
？
皆
さ
ん
、
思
い
つ
く

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。そ
う
で
す
、小
説

や
物
語
以
外
の
本
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で

す
。例
え
ば
、料
理
本
は
読
ん
で（
見
て
）実

践
で
き
る
本
で
す
ね
、
そ
れ
と
同
じ
で
例

え
ば
、竹
炭
の
作
り
方
や
、ロ
ー
プ
の
結
び

方
、式
辞
や
あ
い
さ
つ
、文
章
の
書
き
方
な

ど
、
小
説
と
は
違
っ
た
生
活
に
活
用
で
き

る
も
の
、
役
立
つ
も
の
も
情
報
と
し
て
あ

る
の
で
す
。つ
ま
り
、調
べ
る
こ
と
が
で
き

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
の
図
書
整
理
で
は
、配
架（
本
棚
に

入
れ
て
あ
る
本
）
資
料
の
本
か
ら
一
冊
一

冊
を
見
て
、
過
去
約
５
年
間
貸
出
の
動
き

が
な
か
っ
た
本
を
中
心
に
１
階
と
３
階
の

書
庫
に
移
動
し
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
の
本

に「
書
庫
の
資
料
」と
い
う
目
印
の
シ
ー
ル

を
貼
り
、
資
料
の
デ
ー
タ
内
容
も
書
庫
と

変
換
し
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
へ
運
び
ま
し

た
。
そ
の
数
な
ん
と
、
約
２
万
５
千
冊
。
延

べ
48
人
の
職
員
で
12
日
間
に
も
わ
た
り
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ

：

図
書
室
っ
て
思
っ
た
よ
り
重
労
働
？

Ａ

：

そ
う
な
ん
で
す
。そ
し
て
、非
常
に
細

か
い
作
業
を
伴
い
ま
す
。

　
図
書
館
で
働
く
人
た
ち
や
、
書
店
で
働

く
か
た
た
ち
は
、
腰
痛
と
お
友
達
の
か
た

が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

　
図
書
整
理
は
、手
袋
を
し
て
行
い
ま
す
。そ

う
で
な
い
と
、指
を
切
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
、手

の
脂
を
本
に
吸
い
取
ら
れ
た
り
し
て
指
か
ら

気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
、血
が
出
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。雑
誌
は
、単
行
本
よ
り
も
重
い
の

で
、運
ぶ
と
き
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
そ
し
て
、
本
が
破
れ
た
り
し
た
と
き
に

は
、
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
を
貼
っ
て
直
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
！
か
え
っ
て
本
の
状
態
が

悪
く
な
り
ま
す
。
本
を
補
修
す
る
た
め
の

専
用
の
中
性
テ
ー
プ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

見
つ
け
た
か
た
は
、
係
員
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
ね
。

Ｑ

：

津
南
町
は「
図
書
館
」で
は
な
く
て「
図

書
室
」
っ
て
い
い
ま
す
よ
ね
？
何
が
違
う
の
？

Ａ

：

基
礎
と
な
る
法
律
が
違
い
ま
す
。

　
確
か
に
不
思
議
で
す
よ
ね
。実
は
、図
書

館
は
、「
図
書
館
法
」と
い
う
法
律
に
基
づ
き

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。で
は
、図
書
室
っ
て

…
？
図
書
室
も
立
派
な
法
律
に
基
づ
い
て

い
ま
す
。そ
れ
は
、社
会
教
育
法
と
い
う
法
律

で
す
。ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で

詳
し
く
書
け
ま
せ
ん
が
、図
書
室
も
法
律
に

基
づ
き
、皆
さ
ん
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
の
学

習
を
手
助
け
す
る
た
め
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
施
設
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
今
後
も
、地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
、い
っ

し
ょ
に
作
り
上
げ
て
い
く
施
設
の
一
つ
と

し
て
、今
年
度
の
感
謝
を
込
め
て
、そ
し
て

来
年
度
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
新
し
く
な
る
二
代
目
、移
動
図
書
室「
ひ
ま

わ
り
号
」も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。４
月
に
は
、お
披
露
目
会
も
行
い
ま
す
!!

Pen Relay
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地
震
か
ら
１
年
経
ち
ま
し
た

　

最
近
の
不
安
な
気
持
ち
、そ
れ
は
記
念
日
反
応
で
す

■
調
査
方
法

　
調
査
員
（
精
神
保
健
福
祉
相
談
員
、
保
健
師
、

看
護
師
）
が
対
象
地
区
を
戸
別
訪
問
し
、
調
査

票
に
よ
り
健
康
状
態
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
し

ま
し
た
。

■
対
象
地
区

　
上
郷
・
外
丸
・
三
箇
・
芦
ヶ
崎
地
区

　
１
３
９
９
世
帯
、
４
４
０
６
人

■
調
査
結
果

　
今
回
の
調
査
で
は
心
身
の
不
調
を
抱
え
る
か

た
の
割
合
が
高
か
っ
た
で
す
。
自
覚
症
状
の
内

容
は
、「
落
ち
着
か
な
い
」や「
何
も
す
る
気
が
起

き
な
い
」「
イ
ラ
イ
ラ
」
な
ど
の
こ
こ
ろ
の
症
状

の
方
が
体
の
症
状
よ
り
も
多
か
っ
た
で
す
。

　
調
査
は
地
震
発
生
直
後
か
ら
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
余
震
が
続
く
中
で
不
眠
や
健
康
状
態
の
変

　
震
災
の
よ
う
な
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る

出
来
事
が
あ
っ
た
後
、
１
年
、
２
年
…
と
経
過

し
た
節
目
の
時
期
に
な
る
と
、
い
っ
た
ん
治

ま
っ
て
い
た
反
応
や
症
状
が
再
燃
す
る
こ
と
が

あ
り
、
こ
れ
を
「
記
念
日
反
応
」
と
い
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
反
応
は
、
程
度
の
差
は
あ
る
も
の

の
、誰
に
で
も
起
こ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
、が
ま
ん

に
が
ま
ん
を
重
ね
て
き
た
人
や
、
目
の
前
の
生

活
で
精
一
杯
だ
っ
た
人
が
、こ
う
し
た
節
目
を
機

に
徐
々
に
症
状
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
記
念
日
反
応
は
正
常
な
反
応
で
す
が
、
不
安

な
気
持
ち
を
感
じ
て
し
ま
う
か
た
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
１
年
前
の
地
震
に
よ
っ
て

起
き
た
体
の
症
状
が
い
ま
だ
に
続
い
て
い
る
、
ま

た
は
悪
化
し
て
い
る
と
い
う
か
た
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
場
合
に
は
、
相
談
機

関
や
医
療
機
関
等
へ
の
相
談
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ひ
と
り
で
不
安
を
抱
え
続
け
ず
に
、
早
め
に
声

を
出
し
ま
し
ょ
う
。

■
役
場
福
祉
保
健
課
　
℡
７
６
５

-

３
１
１
４

　
保
健
師
が
電
話
や
来
所
相
談
、
家
庭
訪
問
に

　
応
じ
ま
す
。

■
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
す
み
れ
　
℡
７
６
５

-

４
７
０
３

　
相
談
支
援
専
門
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
十
日
町
保
健
所
　
℡
７
５
７

-

２
４
０
２

　
相
談
員
が
電
話
や
来
所
相
談
、
家
庭
訪
問
に

　
応
じ
ま
す
。

　

昨
年
、
地
震
発
生
後
の
３
月
24
日
か
ら
新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と

協
働
し
、
保
健
師
な
ど
が
訪
問
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
訪
問
調
査
で
は
、
多
く
の
か
た
か
ら
不
安
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
が
時
間
と
と
も
に
日
常
の
生
活
へ
戻
っ
た
か
た
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
地
震
か

ら
一
年
経
ち
、
忘
れ
か
け
て
い
た
頃
に
テ
レ
ビ
な
ど
の
地
震
の
映
像
や
、
地
震
速
報
な
ど
を
見
て
不

安
に
感
じ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
そ
う
い
っ
た
不
安
な
気
持
ち
は
記
念
日
反
応
と
い
っ
て
、
誰

に
で
も
起
き
る
正
常
な
反
応
で
す
。

化
が
起
こ
っ
た
こ
と
は
正
常
な
反
応
で
す
。
災

害
後
、
心
身
に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
こ

と
で
一
時
的
に
体
調
が
不
安
定
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
時
間
と
と
も
に
徐
々
に
回
復
し
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
改
善
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

長
野
県
北
部
地
震

個
別
訪
問
調
査
結
果

記
念
日
反
応

相
談
窓
口

震災後の主なトラウマ反応
【再体験】

震災時に体験した光景や感覚が繰り返しよみがえったり、夢を見たりし
ます。「フラッシュバック」といって、突然あたかも震災時の状況に戻っ
たかのような感覚に陥ることもあります。 

【回避精神まひ】
震災に関連する場所、人、物を避けようとしたり、体験について話さなく
なったり、感情表現が見られなくなります。 

【過覚醒】
ずっと緊張が続き、眠れなくなったりイライラしたりします。神経が過
敏になり、ちょっとした気配や物音にも驚いてしまう状態です。

疱ほ

う

そ

う

じ

ん

瘡
神
供
養
塔

津
南
町
で
は
、「
疱
瘡
神
」
と
書
か
れ
た
文
字

塔
が
外
丸
地
区
の
矢や

放
ば
な
し

神
社
境
内
に
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。
大
正
十
三
年
（
１
９
２
４
年
）
８
月

と
造
立
年
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
津
南
で
た
だ

一
つ
の
疱
瘡
神
供
養
塔
で
す
。

疱
瘡
は
天て
ん
ね
ん
と
う

然
痘
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
お
こ
る

悪
性
の
伝
染
病
で
す
。
疱
瘡
に
か
か
る
と
高
熱

と
全
身
に
発ほ
っ
し
ん疹

が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
伝
染
力

が
極
め
て
強
い
た
め
大
流
行
が
繰
り
返
さ
れ
て
、

死
亡
率
も
高
く
な
る
病
気
で
す
。

日
本
で
は
種し
ゅ
と
う痘
が
行
わ
れ
る
以
前
は
、
疱
瘡

は
生
涯
に
一
度
は
罹か
か

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
恐

ろ
し
い
病
気
で
し
た
。
特
に
子
ど
も
を
持
つ
親

た
ち
は
何
よ
り
も
そ
の
疱
瘡
を
恐
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
人
生
の
難
関
で
あ
る
疱
瘡
を
無
事

に
済
ま
せ
る
た
め
に
、
昔
の
人
は
さ
ま
ざ
ま
な

お
呪
ま
じ
な

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

柳
田
国
男
の
『
遠
野
物
語
拾
遺
』
に
次
の

よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
〜
略
〜
疱
瘡
に

罹
っ
た
も
の
が
あ
る
と
、
先
づ
神
棚
を
飾
っ
て

七し

め

な

わ

五
三
縄
を
張
り
、
膳
を
供
へ
て
祭
っ
た
。
病

人
に
は
赤
い
帽
子
を
冠か
む

ら
せ
、
ま
た
赤
い
足た

び袋

を
穿は

か
せ
、
寝
道
具
も
赤
い
物
に
す
る
。
斯こ

う
し
て
三
週
間
で
全
治
す
る
と
酒
場
と
い
ふ
祝

ひ
を
し
た
。
此こ
の

日
に
は
親
類
縁
者
が
集
ま
っ
て
、

神
前
に
赤
飯
を
供
へ
、
赤
い
紙
の
幣へ
い
そ
く束

を
立
て

る
。
ま
た
藁
人
形
に
草ぞ

う

り履
と
飯
の
握
に
ぎ
り

飯め
し

を
孔あ
な
ぜ
に銭

と
を
添
へ
て
持
た
せ
、
こ
れ
を
道
ち
が
ひ
に
送

り
出
し
た
。
〜
略
〜
」

疱
瘡
神
は
他
郷
か
ら
や
っ
て
く
る
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
丁
重
な
祭
り
を
行
っ

て
す
み
や
か
に
立
ち
去
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願

い
ま
し
た
。

ま
た
、『
秋
山
紀
行
』
に
は
「
少
し
小
高
き

処
へ
登
り
け
る
が
、
七
五
三
縄
張
り
て
、
其そ
の

真ま
ん

中な
か

に
い
さ
さ
か
な
る
高こ
う
さ
つ札

あ
り
。
読よ
み

て
見
れ
ば
、

は
う
さ
う
あ
る
む
ら
か
た
の
も
の
、
こ
れ
よ
り

う
ち
い
か
な
ら
ず
い
る
べ
か
ら
ず
〜
略
〜
」

鈴
木
牧
之
は
秋
山
の
入
り
口
、
清
水
川
原
で

こ
の
よ
う
な
高
札
を
み
か
け
て
い
ま
す
。

松
之
山
地
区
の
石
仏
探
訪
を
し
ま
し
た
時
、

疱
瘡
神
に
つ
い
て
、
そ
の
土
地
の
古
老
に
疱
瘡

神
の
供
養
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
お
話
で
す
と
、
子
ど
も
の
頃
の
体

験
で
、
疱
瘡
の
予
防
接
種
を
し
た
後
に
、
父
が

桟さ
ん

俵
だ
わ
ら

の
中
心
に
赤
い
幣
束
を
立
て
た
と
こ
ろ
へ
、

笹
の
葉
を
敷
き
赤
飯
や
蓮れ
ん
こ
ん根
や
菓
子
な
ど
を
供

え
て
、
そ
れ
を
二
人
で
道
の
辻
に
置
い
た
そ
う

で
す
。
疱
瘡
神
が
こ
の
土
地
か
ら
遠
く
に
去
っ

て
も
ら
い
、
疱
瘡
を
避
け
る
た
め
の
呪
い
で
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

中流部

下流部

津南町外丸

疱瘡神文字塔

◆
中
流
部

　
こ
こ
は
水
底
か
ら
30
〜
50
㎝
ほ
ど
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
擁
壁
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
水
路
で
す
。

土
砂
が
溜
ま
っ
て
い
て
カ
ワ
ニ
ナ
は
大
型
の
個

体
が
見
ら
れ
ま
す
。雨
の
夜
ホ
タ
ル
幼
虫
が
濡
れ

た
壁
を
伝
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
発
光
し
な
が
ら
よ

じ
登
る
の
が
観
察
で
き
ま
す
。こ
の
高
さ
ま
で
が

限
界
の
よ
う
で
、少
し
下
流
の
道
路
沿
い
の
水
路

ま
で
く
る
と
１
ｍ
程
度
の
壁
と
な
り
、そ
こ
で
は

発
生
が
あ
ま
り
な
い
よ
う
で
す
。こ
の
水
路
あ
た

り
の
草
む
ら
か
ら
、
ク
ロ
マ
ド

ボ
タ
ル
の
幼
虫
も
多
く
見
ら
れ
、

ゲ
ン
ジ
や
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
発

生
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
あ
た
り

か
ら
淡
い
光
を
出
し
て
潜
ん
で

い
ま
す
。こ
の
光
は
人
が
近
づ
く

と
警
戒
し
て
消
え
て
し
ま
い
ま

す
。

◆
下
流
部

　
こ
の
写
真
の
所
か
ら
は
土
側

溝
が
始
ま
っ
て
い
る
下
流
部
で
す
。
柔
ら
か
い

砂
地
の
土
手
で
す
か
ら
、
最
も
発
生
の
多
い
区

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ほ
と
ん
ど
が
ゲ
ン
ジ
で
、草
む
ら
を
よ
く
見
る

と
ま
と
ま
っ
て
群
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

　
土
手
の
草
は
よ
く
手
入
れ
さ
れ
て
お
り
、光
の

通
り
が
良
い
の
で
水
中
の
生
物
た
ち
に
と
っ
て

住
み
や
す
い
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

な
場
所
は
津
南
で
も
他
に
な
く
大
変
貴
重
で
す
。

　
さ
ら
に
最
下
流
に
い
く
と
、
細
か
い
砂
泥
の

川
と
な
り
、
林
地
を
流
れ
て
信
濃
川
に
注
ぎ
ま

す
。
こ
の
林
地
は
最
後
に
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
群

れ
る
場
所
で
、
そ
れ
よ
り
上
流
に
見
ら
れ
な
く

な
っ
て
か
ら
も
し
ば
ら
く
観
察
で
き
ま
す
。

　
観
察
す
る
と
き
に
ぜ
ひ
守
っ
て
い
た
だ
き
た

い
マ
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
土
手
や
水

田
の
あ
ぜ
が
大
変
柔
ら
か
い
の
で
、
崩
さ
な
い

よ
う
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ

と
で
す
。
耕
作
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
ホ
タ
ル
の

た
め
に
苦
労
し
て
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

津
南
自
然
に
親
し
む
会
　
　
村
山
郁
夫

津南の自然 その355
（2012.3）

津南のホタル事情⑪
まとめ２

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

178
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紹介者　桑原幸枝さん（貝坂）

冬が始まったばかりと思っていたら、来る日も来る日も降り続ける雪片付けに追われているうちに早いもので、も
う3月です。たばこや野菜の苗の育成もはじまり春が近づいてきています。ところで皆さんは雪降り前に漬け込んだ野
沢菜、まだ食べていますか。我が家では今、煮菜にして盛んに食べておりますが、今回はその漬菜を使ったアイデア料理

「野沢菜ぎょうざ」を紹介します。

＜作り方＞
①野沢菜は細かく刻んで水に浸し塩抜きをします。

②それを固く絞り水抜きをし、ごま油で炒め、しょう油・

みりんを少々加えて薄味をつけます。

③火を止めたら、おかかをまぶします。

　（おかかは水分を吸収させるためにも多めの方がいい

ようです。）

④具をぎょうざの皮で包みます。

⑤後は、フライパンで蒸し焼きにしてできあがりです。

お酒のおつまみに、ごはんのおかずにヘルシーで我が
家では大好評でした。ぜひお試しください。

野沢菜ぎょうざ
アドバイザー通信

我が家の
ごっつぉ

平
成
23
年
度
が
終
わ
り
ま
す
。
昨
年
４
月

か
ら
の
私
た
ち
結
婚
相
談
員
会
議
の
事

業
へ
の
ご
理
解
と
ご
助
言
、
そ
し
て
た
く
さ
ん

の
か
た
か
ら
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
事
業
の
中
の
一
つ
、
出
会
い
の
場

の
提
供
と
し
て
行
っ
た
プ
チ
パ
ー
テ
ィ
ー
や
ク

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
で
出
会
っ
た
か
た
の
中

に
は
、「
交
際
」
へ
発
展
し
、
現
在
お
つ
き
あ

い
し
て
い
る
か
た
も
い
ま
す
。
私
ど
も
も
大
喜

び
し
な
が
ら
、
で
も
静
か
に
見
守
っ
て
い
る
状

況
で
す
。

　
２
月
下
旬
に
は「
全
国
結
婚
相
談
員
研
修
会
」

に
参
加
し
、
全
国
各
地
の
結
婚
相
談
員
さ
ん
の

活
動
を
生
の
声
で
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
視
野
が
広
く
な
り
、
た
い
へ
ん
勉
強
に
な

っ
た
時
間
で
し
た
。
こ
の
機
会
の
経
験
を
地
元

に
生
か
し
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
？

と
参
加
し
た
相
談
員
は
あ
れ
か
ら
日
々
考
え
て

い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
の
新
年
度
の
活
動
内
容
も
決
ま
り

結婚相談員から

を込めて
愛

ま
し
た
。
年
３
回
の
出
会
い
の
場
を
ご
用
意
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。３
回
の
内
の
１
回
は
、

「
大
地
の
芸
術
祭
」や「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
」

を
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
歩
き
な
が
ら
知
り
合

い
ま
し
ょ
う
と
い
う
、
お
日
様
の
下
で
の
パ
ー

テ
ィ
ー
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
各

種
団
体
と
交
流
す
る
こ
と
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
の
厚
み
を
増
す
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
併

せ
て
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
個
別
の
相
談
に
も
応

じ
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
も
継
続
す
る
よ
う
な
の
で
、

独
身
者
の
考
え
も
聞
か
せ
て
も
ら
い
「
現
代
若

者
結
婚
観
」
等
も
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
真
摯
な
気
持
ち
で
、
真
面
目
に
し
な
や
か

に
、
そ
し
て
温
か
い
気
持
ち
で
結
婚
相
談
員
11

名
力
を
合
わ
せ
て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
宣
伝
で
す
!!
３
月
25
日
㈰
午
後
４

時
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
ク
ッ
キ
ン

グ
デ
ー
ト
♪
」
を
開
催
し
ま
す
。
本
格
的
な
餃

子
・
チ
ャ
プ
チ
ェ
・
豚
汁
を
作
り
な
が
ら
、
新

し
い
出
会
い
を
楽
し
ん
で
み
よ
う
と
い
う
初
め

て
の
試
み
で
す
。
こ
の
よ
う
な
出
会
い
の
場
を

今
後
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
!!

■
お
問
い
合
わ
せ

　
結
婚
相
談
員
事
務
局

　
℡
７
６
５-

５
４
５
４
（
直
通
）

　新年度もやりますよ!!
～結婚相談員全員からのメッセージ～

大地の市 出店者募集

　第 5 回大地の芸術祭期間中、津南町中心部のふれいあいセ

ンター脇広場で「大地の市」という市場が開かれます。市の会

場は、アーティスト山本想太郎さんによる建具を組み合わせた

作品「建具ノモリ」。作品の中に、販売ブースが点在し、そこ

で津南自慢の心のこもった農産物や物産を販売しながら、来訪

者との交流を楽しもうという趣向です。会場には、大地の芸術

祭総合案内所も併設し、津南エリアに点在する作品をつなぐ拠

点として、津南の魅力を発信していきます。

　大地の市の中心となるのは、なんといっても津南自慢の農産

物や物産を販売する市場です。

　この大地の市をいっしょに楽しんでもらえる出店者に参加い

ただきたいと考えています。この夏、大地の市で津南をもりあげま

しょう！

募 集 案 内

■開催趣旨

◎津南自慢の心のこもった農産物や物産の販売、イベントを

通して、大地の芸術祭ファンと津南のしょが　出会い、新

しい交流が生まれる場となることを目指します。

◎大地の芸術祭総合案内所を併設し、津南エリアの拠点とし

て、津南の魅力を発信していきます。

■要項

【期　間】　7 月 29 日㈰〜 9 月 17 日㈪

	 　…期間中の土日祝日を中心として開催を予定

【時　間】　10：00 〜 17：00

【場　所】　津南町	旧農政局官舎跡地

　　　　　（ふれあいセンター脇広場）

【出店料】　無料

【条　件】　期間中の土日祝日にできるだけ出店可能なかた

　　　　　個人・団体は問いません。

【募集締切】4 月 20 日㈮

【注意事項】	

・会場スペースの関係で出店数には制限があることをご了承

ください。応募多数の場合は、開催趣旨に照らし、大地の

市事務局（以下事務局）で選ばせていただきます。

・かき氷販売は大地の市運営のため事務局のみとさせていた

だきます。

・飲食の出店に関する保健所申請は事務局でまとめて行います。

なお販売計画書等は各出店者様からご提出いただきます。

・販売ブースは事務局で用意します。

・水道は共用スペースを事務局で用意します。

・ブースの配置は事務局で決めさせていただきます。

・電気、食器、ゴミなどについては出店者会議で検討します。

建具を立体的に組んだ三角形の小屋が並ぶ会場。白い屋根が
あるのが販売ブース。（イメージ図であり、配置や数は実際
とは異なります。）

建具を組み合わせた販売ブースは、一般的なテントとは違い、
商品によっては使い勝手が良いとはいえないかもしれません
が、工夫次第で他のどこにもない楽しい店舗ができるかも !? 
4 月 20 日まで、農と縄文の体験実習館なじょもん（月曜日
休館）で、販売ブースの実物を展示しています。出店を検討
されるかたは、ぜひ一度実物をご覧ください。

■お問い合わせ・お申し込み：大地の市実行委員会

　TEL：025-765-3115（津南町役場地域振興課）



戸 籍 の 窓

藤木　理
り ひ と

陽人（米原）… 優顕さん

… 香織さん

口　莉
り の

乃（船山）… 将洋さん

… ゆかりさん

滝沢庚吉さん	 （89歳・巻下）

村山利成さん	 （81歳・下船渡）

安部虎男さん	 （81歳・恵福園）

瀧澤ハルエさん	 （82歳・外丸）
小野塚ハツエさん	（62歳・辰ノ口）
涌井ユキイさん	 （80歳・相吉）
滝沢喜美子さん	 （70歳・赤沢）
河田廣正さん	 （84歳・正面）

藤ノ木順一さん	 （75歳・船山）
樋口松文さん	 （92歳・辰ノ口）

原　ヤイ子さん	 （64歳・鹿渡）
半戸安一さん	 （87歳・中子）

田中　直之さん（船山）
原田　敏美さん（新潟市） ｝

河田　良幸さん（正面住宅団地）
福原　　希さん（外丸） ｝

■人口10,892（−21）　男5,305（−15）　女5,587（−6）

■世帯数3,629（4）　■転入／ 7　■転出／ 13　■出生／ 3　■死亡／ 18　■婚姻／ 2　3月1日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります4月 【なじょもん☎765-5511】

日	時 プログラム 内　容 金額 対	象

7日㈯
	9：00〜

11：00

バードウォッチング　
野外

冬鳥と夏鳥の入れ替わりの季節。渡りの時だけ群れを作る鳥た
ちもいるよ。	去年はシメやアトリの大群が現れた!!

300 低学年から

8日㈰ 13：30〜 アンギン編み 植物繊維で作る衣服の始まり、アンギン編みを体験しよう！ 1,000 高学年から

14日㈯
	9：00〜

11：00

バードウォッチング　
野外

冬鳥と夏鳥の入れ替わりの季節。渡りの時だけ群れを作る鳥た
ちもいるよ。	去年はシメやアトリの大群が現れた!!

300 低学年から

15日㈰ 13：30〜 わら細工
わらすぐり、わら叩き、縄ないなどのわら仕事の基本をきっちり覚
えることが、	きれいな作品作りのコツ!!

500 高学年から

21日㈯ 10：00〜
タカキビのホーキ作
り！ガンギ掃除

雑穀畑で育ったタカキビは、粉にひいてクッキーやパンに入れ、
残った茎は	ノギを付けたままホーキにします。とっても使い易い
ホーキが出来ます。出来たらみんなで使い勝手を試してみよう！

300 高学年から

22日㈰ 13：30〜 アンギン編み 縄文時代から今に続くアンギン編みの技術に挑戦！ 1,000 高学年から

27日㈮ 19：30〜 星空観察 月、金星、土星、火星が勢ぞろい！惑星の観察絶好の日。 300 低学年から

28日㈯

1日 勾玉作り
今がチャンス！色が選べる！	4/28〜5/6まで白、ピンク、黒の勾玉
どれでも作れるよ！

500〜
600

低学年から

	9：00〜

11：00

バードウォッチング　
野外

冬鳥と夏鳥の入れ替わりの季節。渡りの時だけ群れを作る鳥た
ちもいるよ。	去年はシメやアトリの大群が現れた!!

300 低学年から

29日㈰

1日 勾玉作り
今がチャンス！色が選べる！	4/28〜5/6まで白、ピンク、黒の勾玉
どれでも作れるよ！

500〜
600

低学年から

10：00〜
自然観察会「今年のブナ
の花は？」　野外

ブナの花がたくさんつくとクマは山から出てこない？ 300 低学年から

1日	 わら細工（わらぞうり） 縄ないは上手くなったかな？基本が出来たらぞうりを作ってみよう。 500 高学年から

30日㈷

1日 勾玉作り
今がチャンス！色が選べる！	4/28〜5/6まで白、ピンク、黒の勾玉
どれでも作れるよ！

500〜
600

低学年から

13：30〜 探しに行こう！春の味　野外
津南の春の味を満喫しよう。縄文人は美味しい山菜を知ってい
たよ。

300 低学年から

※友の会の皆さんは半額です。

　あんなに多かった雪も徐々に解け始め、春の息吹きが感じ

られるようになりました。

　なじょもんの春の体験は「バードウォッチング」に始まりま

す！ご家族で、もしくはお一人様でも大歓迎！

皆さまどうぞ足をお運びください。

☆平成24年度の企画展スケジュール（予定）
　＊内容・日程に若干の変更がある場合があります。 ご了承ください。

●４月28日㈯〜６月10日㈰
　魚沼玄人―心を筆で奏でる仲丸貴継の世界―
●６月19日㈫〜６月２４日㈰
　津端道彦作品展
●７月14日㈯〜８月19日㈰
　縄文とつとつ―縄文×Art―
　町まるごと博物館展
●９月８日㈯〜11月11日㈰　
　三十稲場式土器文化の世界　　
●12月１日㈯〜12月25日㈫
　なじょもんクリスマス展2012
●平成25年２月〜３月
　なじょもん友の会主催 マイコレクション展

「鳥はどこだ～？」バードウォッチングの様子
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